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1. はじめに 

 日本における食品ロスは、年間約 427 万トンにもの

ぼり、国民一人ひとりが毎日ご飯一杯分を捨てている

計算になるなど、深刻な社会問題となっています。特

にコンビニエンスストアは、食品小売業における廃棄

量の約 40%を占め、経済的・環境的にも大きな負担を

生んでいます。そこで私たちは、コンビニの食品ロス

削減と店舗の負担軽減を両立させる、食品ロス削減シ

ステム「ECO ビニ」を提案します。 

2. システム概要 

「ECO ビニ」は、専用の「ECO シール」と連携するス

マートフォンアプリを通じて、コンビニの食品ロス問

題を解決するシステムです。従業員が商品に ECO シー

ルを貼るだけで、時間の経過とともに割引率が自動で

更新されます。割引率が店舗側が設定したラインを超

えると、購入者にリアルタイムで通知されます。これ

により、廃棄間際の商品を効率的に販売し、食品ロス

を削減するビジネスモデルを成立させます。 

 

3. 実施する機能 

3.1 ECO シール 

割引対象の商品に貼られた ECO シールは、設定され

た時間になると自動で割引を開始し、廃棄時間に向け

て徐々に割引率が上昇します。従業員は一度シールを

貼るだけでよく、割引率の変更やシールの貼り替えと

いった手間を大幅に削減できます。 

3.2 スマホアプリ 

購入者はアプリを通じて、お気に入り店舗や周辺店

舗の割引商品や割引率、割引額の情報をリアルタイム

で受け取ることができます。加えて、店内で ECO シー

ルが貼られた商品をアプリのカメラで写すと、AI によ

る画像認識によって、その商品を認識し、現在の割引

率、割引後の価格、そして会計用のバーコードが表示

されます。購入者は最適なタイミングで商品をお得に

購入できます。 

 

3.3 会計プロセス 

購入者は、アプリに表示されたバーコードをレジで

提示するだけで、割引価格で商品を購入できます。店

舗側も、アプリに表示されたバーコードを通常のバー

コードリーダーで読み取ることで会計が完了し、複雑

な操作は必要ありません。 

4. おわりに 

 このシステムにより、コンビニにおける食品ロスの

削減と、それに伴う経済的・環境的負担の軽減を実現

します。また、従業員の作業負担を軽減し、購入者と

店舗側に新しい購買体験を提供することで、持続可能

な消費社会の実現に貢献します。 

図 1 システム概要図 

図 2 アプリ画面 
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はじめに

ごみの問題は世界的に深刻化しており、環境・健康

の面で大きな影響を与えています。特に、プラスチッ

ク類・空き缶・ペットボトル・タバコの吸い殻などの

ポイ捨てが多くみられ、それらは雨水や風の影響で川

や海に運ばれてします。すると、分解できずに土壌に

放出されたゴミが植物の根や動物にダメージを与え環

境に悪影響を与えたり、魚がクラゲと間違えて食べて

しまい我々の健康に悪影響を与えたりしてしまいます。

地球で生活する我々は環境問題に対して危機感を持ち

改善する取り組みを継続的に行うことが必要です。そ

こで、自分の行動に責任感を持ち、自分自身の行った

社会貢献をみえる化できるサービス「 ピク

シー 」を提案します。

概要

「 」は、自分だけの島を環境に配慮しな

がら発展させていくことを趣旨としたゲームです。ま

ず、ポイ捨てされているごみを拾う前と後の写真をア

プリに投稿します。そして、ごみを拾った場所の 空

間にオブジェクトを配置し、別のユーザーが 空間

のオブジェクトを発見しそれを自分だけの島に持って

くることで島を発展させることができます。さらに、

「マイバックの持参」などのデイリーミッションと「エ

コマーク付きの商品の購入」などのマンスリーミッシ

ョンも用意しているため、ごみ拾い以外でも環境問題

改善に向けた取り組みの促進を行えます。

機能

「 」は、ごみ拾いの回数やミッションの

達成状況に応じてポイントを与え、その取得したポイ

ント数を都道府県別にランキング付け発表します。こ

の仕組みにより、地域のユーザーと連携し競い合い毎

日ごみ拾いとミッションを継続して取り組むことを促

進します。

構成

とクライアント間では、位置情報・カメ

ラの角度からオブジェクトの設置位置を特定します。

クライアント からオブジェクトを設置したユーザー

・ モデル ・設置座標をデータ保存用サーバーへ

送信します。データ保存用サーバーからそれらのデー

タをもとにクライアント の 空間に モデルを設

置します。

まとめ

このアプリは自身の社会への貢献のみえる化、地域

ごとの競い合いを取り入れたシステムが含まれている

ためユーザーによる長期的なごみ拾いが想定されます。

私たちは、ポイ捨てごみを減らすことで自然環境の保

全だけでなく人間の健康を守り、さらに住みやすい街

づくりを実現します。

データ保存用

サーバー
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